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大
正
三
年
、
東
京
に
お
け
る
発
疹
チ
フ
ス
の
大
流
行
に
つ
い
て

ｌ
防
疫
行
政
面
か
ら
の
一
考
察

〔
要
旨
〕
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
と
呼
ば
れ
た
一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）
の
東
京
で
発
疹
チ
フ
ス
大
流
行
の
記
録

が
あ
る
。
Ⅱ
本
で
七
三
○
九
人
の
発
症
、
東
京
府
で
四
二
九
人
が
罹
患
、
七
七
八
人
が
死
亡
し
た
。
そ
の
原
因
と
し

て
、
蛾
も
確
実
な
こ
と
は
季
節
労
働
者
の
貧
困
で
群
居
し
た
居
住
状
態
と
考
え
ら
れ
る
。
地
方
病
と
し
て
存
在
し
て
い

た
発
疹
熱
の
病
原
体
を
有
し
た
シ
ラ
ミ
が
季
節
労
働
者
と
共
に
東
京
に
入
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
伝
染
病
予
防
法

下
の
防
疫
行
政
と
し
て
は
隔
離
、
消
毒
と
駆
虫
が
中
心
で
あ
り
、
北
里
柴
三
郎
の
提
言
し
た
労
働
者
の
居
住
環
境
の
改

蒋
策
は
財
政
上
の
理
由
等
か
ら
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
発
疹
チ
フ
ス
の
流
行
は
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
な
か

っ
た
。
敗
戦
後
の
一
九
四
六
年
日
本
で
は
発
疹
チ
フ
ス
患
者
三
二
三
六
六
人
の
発
生
と
三
三
五
一
人
の
死
亡
を
記
録
し

て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
発
疹
チ
フ
ス
大
流
行
、
伝
染
病
予
防
法
、
大
正
三
年
、
東
京
府
、
防
疫
行
政
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大
正
三
年
三
月
二
日
の
時
事
新
報
に
よ
れ
ば
チ
フ
ス
の
全
東
京
市
内
へ
の
蔓
延
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
所
区
花
町
の
木
賃
宿
に
腸
チ
フ

ス
患
者
の
続
発
が
あ
り
、
そ
の
後
、
労
働
者
の
居
住
す
る
と
こ
ろ
全
市
に
亘
の
有
様
で
あ
る
と
報
道
し
て
い
る
。
駒
込
病
院
に
収
容
し
き
れ

ず
本
所
病
院
に
臨
時
伝
染
病
棟
を
開
設
し
て
い
る
。

駒
込
病
院
長
の
談
話
と
し
て
「
予
防
策
と
し
て
は
労
働
者
に
厳
重
な
健
康
診
断
を
行
な
う
ほ
か
に
な
い
」
「
今
回
の
チ
フ
ス
は
従
来
見
た
こ

と
の
な
い
性
の
悪
い
チ
フ
ス
で
、
か
っ
て
先
年
、
奥
州
に
チ
フ
ス
に
似
た
病
気
が
流
行
し
て
、
そ
の
病
菌
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
終

平
成
十
一
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
感
染
症
新
法
に
よ
っ
て
、
伝
染
病
予
防
法
は
百
二
年
の
歴
史
を
終
え
た
。
伝
染
病
予
防
法
対
象
疾
患
の

（
１
）
（
２
）

罹
患
の
変
遷
を
た
ど
る
と
日
本
の
近
代
が
如
何
に
多
数
の
感
染
症
に
満
ち
て
い
た
こ
と
か
が
わ
か
る
。
そ
の
中
で
発
疹
チ
フ
ス
の
統
計
に
対

し
て
興
味
が
も
た
れ
る
。
発
疹
チ
フ
ス
は
伝
染
病
予
防
法
の
明
治
三
十
年
施
行
時
か
ら
の
法
定
伝
染
病
で
あ
る
が
、
大
正
三
年
と
昭
和
二
十

一
年
に
大
流
行
が
見
ら
れ
た
。
第
２
次
世
界
大
戦
中
に
散
発
し
て
い
た
発
疹
チ
フ
ス
は
、
昭
和
二
十
一
年
の
敗
戦
終
戦
に
よ
る
混
乱
の
中
で

大
流
行
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
指
揮
下
に
予
防
、
防
疫
体
制
が
採
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
万
二
千
三
百
六
十
六
人
の
罹
患
と
三
千
三
百
五
十
一

（
３
）

人
の
死
亡
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
サ
ム
ス
准
将
の
Ｄ
Ｄ
Ｔ
革
命
と
し
て
日
本
の
戦
後
衛
生
行
政
の
出
発
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

大
正
三
年
東
京
を
中
心
と
し
た
大
流
行
は
、
七
千
三
百
九
人
の
罹
患
と
千
二
百
三
十
四
人
の
死
亡
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
統
計
表
で
見
る

と
同
時
代
の
中
で
大
正
三
年
の
み
に
発
疹
チ
フ
ス
の
大
流
行
が
あ
り
、
現
代
の
用
語
を
も
ち
い
れ
ば
社
会
的
な
危
機
管
理
を
必
要
と
す
る
状

（
４
）

況
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
（
表
１
）
。

こ
の
時
代
の
社
会
状
況
、
衛
生
行
政
、
医
療
等
を
文
献
学
的
に
研
究
し
て
考
察
を
加
え
た
。

（
一
③
）

発
疹
チ
フ
ス
に
つ
い
て
の
報
道
と
対
応

は
じ
め
に
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表1伝染病予防法による発疹チフスの統計（医制百年史による(')）

599

年次西暦患者数死者数年次西暦患者数死者数

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

６
７
，
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
－
０
６
７
８
９

２
７
］
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

昭和1年

昭和2年

昭和3年

昭和4年

昭和5年

昭和6年

昭和7年

昭和8年

昭和9年

昭和10年

昭和11年

昭和12年

昭和13年

昭和14年

昭和15年

昭和16年

昭和17年

昭和18年

昭和19年

昭和20年

昭和21年

昭和22年

昭和23年

昭和24年

昭和25年

昭和26年

昭和27年

昭和28年

昭和29年

昭和30年

昭和31年

昭和32年

昭和33年

昭和34年

６
７
３
５
１
３
３
４
６
８
１
７

３
２
１
２
１
１

４
１
３
３
１
３
１
１
５
１
３
１

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４

１
１
１
１
１

治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正

明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大

1897年

1898年

1899年

1900年

1901年

1902年

1903年

1904年

1905年

1906年

1907年

19()8年

1909年

1910年

1911年

1912年

1913年

1914年

1915年

1916年

1917年

1918年

1919年

1920年

1921年

1922年

1923年

1924年

1925年

８
１
５
３
１
２
８
５
２
４
８
３
３
５
３
１

５
４
５
７
２
２
３

３
５
３
３
７
３
５
４
２
１
１
１
２
４
３
１

２
１
１
１

２
３
４
３
９
２
０
１
５
７
８
８
２

１
２
２
２
６
５
３
４
１
６

１
６
２
３
１
３

５
３
７
０
４
１
１
６
６
５
１
８
３
６

８
０
７
４
６
６
０
７
１
３
１

１
３
９
４
３
１
４
１
９

１
３
２
２
１
３

４
５
０
６
１
１
３
４
４
３
３

３
７
１
３
３
３
２

２

１

１
９
９
２
９
９
５
６
１
３
４
４
８

０
９
０
１
２
２
６
７
２
１
１
２

３
４
６
２
２
２
１

７

1

1
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大
正
三
年
二
月
中
旬
に
東
京
市
本
所
区
内
に
発
生
し
た
発
疹
性
熱
性
病
が
三
月
十
六
日
に
東
京
市
立
駒
込
病
院
長
に
よ
り
発
疹
チ
フ
ス
と

決
定
さ
れ
て
か
ら
、
内
務
省
衛
生
局
に
お
い
て
は
逐
次
関
係
官
庁
に
発
生
状
況
を
通
報
し
た
。
警
視
庁
に
五
名
の
防
疫
員
を
増
や
し
て
二
十

一
名
体
制
と
し
た
。
東
京
の
防
疫
監
吏
を
三
十
七
名
増
員
し
た
。
地
方
へ
の
蔓
延
が
起
こ
る
と
青
森
県
、
福
島
県
、
北
海
道
に
防
疫
員
を
配

「
大
正
三
年
発
疹
窒
扶
私
流
行
誌
」
と
し
て
大
正
五
年
九
月
内
務
省
衛
生
局
よ
り
発
刊
さ
れ
た
正
史
が
あ
る
。
そ
の
記
述
に
よ
り
行
政
機

関
が
ど
の
よ
う
に
東
京
の
発
疹
チ
フ
ス
の
流
行
に
対
応
し
た
の
か
を
追
跡
し
て
み
る
（
表
２
）
・

発
疹
チ
フ
ス
の
診
断
が
つ
く
以
前
に
三
月
七
日
以
降
「
発
疹
性
熱
性
病
」
と
し
て
伝
染
病
予
防
法
に
准
ず
る
取
り
扱
い
を
開
始
し
た
。
三

月
十
八
日
以
降
は
擬
似
症
に
伝
染
病
予
防
法
の
す
べ
て
を
適
用
し
た
。
三
月
二
十
日
に
は
警
視
庁
・
東
京
府
共
同
で
「
告
諭
号
外
」
を
出
し

（
６
）

て
開
業
医
師
・
公
衆
へ
の
注
意
の
喚
起
と
当
局
者
へ
の
発
疹
チ
フ
ス
予
防
措
置
を
周
知
し
て
い
る
。

本
省
に
於
け
る
予
防
措
置
と
し
て
内
務
省
の
対
策
に
一
章
が
割
か
れ
て
い
る
が
、
全
体
の
中
に
占
め
る
分
量
と
し
て
は
大
変
に
少
な
い
も

（
弓
ｊ
）

の
で
あ
る
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

の
で
あ
る
。
内
容
は
次

一
、
防
疫
職
員
の
配
置

わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
今
回
の
チ
フ
ス
に
も
そ
の
病
菌
が
混
じ
っ
て
お
り
は
し
な
い
か
と
目
下
調
査
中
で
あ
る
」
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
患
者
数
は
一
五
○
名
と
さ
れ
る
が
腸
チ
フ
ス
と
の
区
別
が
つ
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

大
正
三
年
三
月
二
十
五
日
の
東
京
日
日
で
は
奇
病
発
疹
性
腸
チ
フ
ス
が
東
京
市
吏
員
、
避
病
院
の
看
護
婦
、
警
視
庁
巡
査
な
ど
で
の
多
数

の
発
症
が
つ
づ
き
、
そ
の
後
殉
職
者
が
出
て
お
り
、
同
日
ま
で
に
発
生
数
は
千
四
十
八
人
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

大
正
三
年
五
月
七
日
時
事
新
報
に
は
じ
め
て
東
京
の
流
行
が
よ
う
や
く
下
火
に
な
り
、
初
夏
か
ら
夏
に
な
れ
ば
全
滅
す
る
に
到
ら
ん
か
と

の
当
局
者
の
談
話
が
の
っ
て
い
る
。

内
務
省
正
史
に
み
る
行
政
の
対
応
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表2行政対応日歴
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主な対応日歴

東京市本所区花町の木賃宿止宿人に発疹性熱病発生

深川浅草その他にて270名を超える患者の発生有り

東京市立駒込病院院長宮本叔、発疹性熱病が臨床的に発

疹チフスに酷似しているとの報告書を東京市へ提出

発疹性熱性病として発疹チフスに準じた措置と消毒方法

を行った

腸チフス、パラチフス、流行性感冒等としての届け出多

し

東京市立駒込病院院長宮本叔により発疹チフスの確定診

断がされる（患者数771名）

警視庁・東京府告諭号外を発布して一般に対して注意を

喚起する

衛生局訓令警視庁に防疫員5名を増置し総数21名と

する

東京に防疫監吏5名を増員し21名とする

庶民のため「発疹窒扶私予防心得」の作製配布

東京に防疫監吏10名増員

青森県に防疫員2名を新設す

内務省告示により防疫評議員21名を任命

当事者の参考に『発疹チフス」の作成配布

第1回防疫評議員会

北里防疫評議員意見害提出

東京に防疫監吏12名増員

第2回防疫評議員会

東京に防疫監吏10名増員

福島県に防疫員2名を配置

神奈川県に防疫監吏7名増員

北海道に防疫員2名設置

この間東京には防疫課長以下防疫官を派遣する

北海道、青森、岩手、福島等に防疫官及び防疫官補を出

張させる

北豊島郡に患者の最終発生を見る

患者総数4119名死者778名（死亡率18.9%)

中流家庭患者223名

上流家庭患者8名

医師、看護婦、警察官、町村吏員等防疫当事者の感染発

症者132名殉職者多数あり

第3回防疫評議員会開催終煽確認と、その後の予防策の

検討を行った

大正3年2月 中旬

初旬

7日

月
月

３
３

3月16日

}月20日

4月4日

4月14日

4月15日

4月21H

4月22日

4月25日

4月28日

4月30日

5月5日

5月6日

5月11日

5月20H

6月3日

6月6日

6月11日

9月9日

9月18日
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発
疹
チ
フ
ス
の
流
行
が
久
し
く
な
か
っ
た
た
め
発
疹
チ
フ
ス
に
対
す
る
知
識
が
欠
け
て
お
り
、
庶
民
に
対
し
て
四
月
十
五
日
「
発
疹
チ
フ

ス
予
防
心
得
」
を
作
成
し
て
配
布
、
四
月
二
十
八
日
に
は
「
発
疹
チ
フ
ス
」
と
題
す
る
冊
子
を
印
刷
し
て
、
警
視
庁
お
よ
び
道
府
県
、
そ
の

他
の
関
係
官
庁
、
運
輸
機
関
、
新
聞
社
等
に
も
配
布
し
た
。

（
８
）

以
下
は
、
後
日
の
参
照
と
し
て
添
付
さ
れ
て
い
る
「
発
疹
チ
フ
ス
予
防
の
心
得
」
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
発
疹
チ
フ
ス
と
は
ど
ん
な
病
気
か

発
疹
チ
フ
ス
は
非
常
に
伝
染
力
の
強
い
発
疹
性
熱
病
で
不
潔
な
家
屋
に
多
数
が
住
む
場
所
、
木
賃
宿
、
養
育
院
、
監
獄
、
工
場
、
寄
宿
舎
、

貧
民
部
落
な
ど
に
よ
く
は
や
り
、
食
物
の
不
足
、
境
遇
の
不
良
時
、
飢
饅
や
戦
争
の
時
に
は
や
る
。

身
体
に
病
芽
が
は
い
っ
て
か
ら
一
、
二
週
間
の
潜
伏
期
の
後
、
悪
寒
と
四
十
度
の
高
熱
が
出
て
頭
痛
、
眩
う
ん
、
全
身
倦
怠
、
関
節
痛
、

神
識
滕
朧
、
顔
面
潮
紅
、
眼
球
結
膜
充
血
し
、
体
温
降
下
が
起
こ
ら
ず
三
、
四
日
経
過
し
て
帽
針
頭
大
の
薔
薇
様
発
疹
が
胸
部
か
ら
出
は
じ

め
て
全
身
に
広
が
る
。
百
人
中
二
十
名
く
ら
い
が
死
亡
す
る
。
幸
い
快
復
す
る
人
は
発
病
後
十
二
か
ら
十
三
日
を
経
て
熱
が
下
が
り
快
復
す

る
○

東
京
府
下
に
防
疫
課
長
以
下
防
疫
官
を
派
遣
し
予
防
措
置
の
指
導
を
し
た
。
北
海
道
、
青
森
、
岩
手
、
福
島
な
ど
に
防
疫
官
及
び
防
疫
官

補
を
出
張
さ
せ
状
況
の
視
察
な
ら
び
に
実
地
指
導
に
あ
た
ら
せ
た
。

置
し
た
。
神
奈
川
県
に

な
お
、
四
月
二
十
五

二
、
防
疫
職
員
の
派
遣

三
、
印
刷
物
の
配
布

第
二
発
疹
チ
フ
ス
は
ど
う
し
て
伝
染
す
る
か

こ
の
病
気
の
病
原
体
は
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
が
、
血
液
中
に
病
芽
が
あ
り
、
そ
の
患
者
の
血
液
を
風
や
の
み
が
吸
い
、
他
の
健
康
者
を

神
奈
川
県
に
は
七
名
の
防
疫
監
吏
が
増
や
さ
れ
て
い
る
。

四
月
二
十
五
日
内
務
省
は
防
疫
評
議
員
を
置
き
、
四
月
三
十
日
第
一

回
防
疫
評
議
員
会
を
開
催
し
て
い
る
。
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（
三
）
患
者
の
い
た
部
屋
を
良
く
消
毒
し
、
衣
類
寝
具
等
は
熱
湯
で
煮
沸
、
ま
た
は
消
毒
後
洗
濯
す
る
。
ま
た
物
品
の
焼
却
や
患
者
の
疾

唾
、
嗽
水
な
ど
も
消
毒
が
必
要
で
あ
る
。

（
四
）
患
者
発
生
し
た
家
に
近
づ
か
な
い
こ
と
、
近
づ
い
た
場
合
に
は
帰
宅
後
衣
類
を
着
替
え
て
、
日
光
消
毒
を
す
る
こ
と
。
看
護
す
る

に
は
看
護
服
を
着
て
呼
吸
器
（
マ
ス
ク
の
こ
と
か
）
を
つ
け
同
室
で
寝
な
い
こ
と
。

（
五
）
発
疹
チ
フ
ス
の
中
に
は
二
、
三
日
で
治
る
軽
症
例
が
多
数
あ
り
、
そ
れ
が
他
人
に
伝
染
し
て
重
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
軽
症
例

に
も
注
意
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

四
、
発
疹
チ
フ
ス
患
者
お
よ
び
感
染
に
疑
い
の
あ
る
患
者
に
対
す
る
対
応

東
京
に
お
け
る
伝
染
病
患
者
の
収
容
病
院
は
駒
込
、
本
所
の
二
病
院
で
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
満
員
に
な
っ
た
た
め
広
尾
、
大
久
保
の
二
病

院
に
も
収
容
し
た
。
そ
れ
で
も
充
分
で
な
く
、
本
所
病
院
構
内
に
架
設
病
舎
を
急
造
し
て
対
応
し
た
。
し
か
し
病
院
に
収
容
す
る
だ
け
で
な

く
、
患
者
続
発
の
場
所
に
お
い
て
は
木
賃
宿
お
よ
び
民
家
を
借
り
入
れ
て
仮
隔
離
所
と
し
警
察
監
吏
に
よ
る
巡
回
監
督
を
さ
せ
た
。

仮
隔
離
所
は
計
十
三
ヶ
所
に
上
り
、
仮
隔
離
所
へ
隔
離
し
た
人
員
数
は
実
数
で
二
千
六
十
一
人
で
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
発
疹
チ
フ
ス
を
発

（
９
）

症
し
た
人
は
二
百
七
十
八
人
で
あ
っ
た
。

刺
し
て
病
芽
を
伝
染
す
る
。
ま
た
患
者
の
咳
嗽
の
泡
沫
の
吸
い
込
み
や
患
者
と
の
看
護
に
よ
る
接
触
、
患
者
の
使
用
し
た
も
の
か
ら
も
伝
染

す
る
。二二第

二－三

に
は
入
院
す
る
の
が
よ
い
。

発
疹
チ
フ
ス
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
は
ど
う
し
て
予
防
す
る
か

住
居
の
清
潔
、
窓
の
開
放
に
よ
り
空
気
、
日
光
を
入
れ
る
。
食
物
の
改
善
と
風
や
の
み
の
壊
滅
を
は
か
る
。

伝
染
力
の
強
い
病
な
の
で
、
流
行
時
に
は
単
な
る
感
冒
様
で
あ
っ
て
も
早
く
医
師
の
診
察
を
受
け
発
疹
チ
フ
ス
と
判
明
し
た
場
合
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大
正
三
年
九
月
十
八
日
東
京
府
で
は
第
三
回
防
疫
評
議
員
会
を
開
き
、
延
べ
四
千
人
を
超
え
る
患
者
が
発
生
し
た
発
疹
チ
フ
ス
が
終
息
し

た
こ
と
を
確
認
し
た
。
患
者
数
は
四
千
百
十
九
人
、
死
亡
七
百
七
十
八
人
で
あ
っ
た
（
死
亡
率
約
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
。
東
京
府
史
は
患
者
は
三

千
八
百
三
十
六
人
で
全
国
発
生
総
患
者
数
七
千
三
百
九
人
の
約
半
数
を
占
め
、
こ
の
外
に
擬
似
患
者
二
百
八
十
三
名
あ
っ
た
、
と
し
て
い
る
。

（
Ⅲ
）

同
じ
く
死
亡
者
は
七
百
三
十
三
人
と
し
て
い
る
。
駒
込
病
院
百
年
史
で
は
患
者
数
四
千
百
十
九
人
、
死
亡
者
が
七
百
七
十
五
人
と
な
っ
て
い

（
川
）
（
腿
）

る
が
こ
の
数
値
の
違
い
の
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
東
京
都
衛
生
行
政
史
の
患
者
数
死
者
数
は
内
務
省
資
料
に
等
し
い
・

本
疾
患
が
冬
春
に
流
行
し
夏
秋
に
一
時
終
鳩
す
る
も
の
の
次
の
冬
季
に
再
流
行
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
指
示
が
な
さ
れ
て
い

（
川
）

当
時
の
東
京
府
の
対
応
に
つ
い
て
駒
込
病
院
百
年
史
で
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

宮
本
院
長
は
三
月
七
日
に
腸
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
フ
ス
と
認
め
ら
れ
な
い
発
疹
性
熱
病
が
駒
込
病
院
に
収
容
さ
れ
て
お
り
臨
床
的
に
発
疹
チ

フ
ス
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
を
東
京
市
に
報
告
書
と
し
て
提
出
し
た
と
い
う
。
同
書
に
は
、
三
月
十
七
日
、
北
島
（
多
二
、
志
賀
（
潔
）
、
遠

山
（
椿
吉
）
、
宮
本
（
叔
）
、
国
沢
（
広
衛
）
ら
の
合
議
の
結
果
、
本
症
は
「
断
じ
て
発
疹
チ
フ
ス
以
外
他
種
の
伝
染
病
に
あ
ら
ず
」
と
の
結
論

に
達
し
、
翌
十
八
日
に
公
式
に
発
疹
チ
フ
ス
と
定
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
あ
る
。

内
務
省
資
料
と
異
な
る
理
由
に
つ
い
て
は
解
明
で
き
な
か
っ
た
。

る
0

（
１
）
消
毒
的
清
潔
方
法
を
定
期
清
潔
方
法
、
臨
時
消
毒
方
法
、
駆
虫
方
法
を
く
わ
え
て
行
な
う
。

（
２
）
発
生
の
憂
い
あ
る
場
所
に
て
検
病
的
戸
口
調
査
、
健
康
診
断
を
続
け
る
。

流
行
の
終
結
と
そ
の
後
の
対
応

東
京
府
関
係
資
料
に
よ
る
記
録
に
つ
い
て
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発
疹
チ
フ
ス
が
伝
染
病
で
あ
る
こ
と
を
の
ぞ
い
て
、
大
正
三
年
の
日
本
で
は
そ
の
病
原
体
の
確
認
は
な
く
、
科
学
的
な
確
定
診
断
の
方
法

も
確
立
さ
れ
て
は
い
な
い
・
他
の
伝
染
病
と
同
様
に
そ
の
治
療
法
は
な
く
、
自
然
経
過
に
よ
る
快
復
を
対
症
療
法
に
て
待
つ
こ
と
で
あ
っ
た
。

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
医
学
賞
が
、
シ
ャ
ル
ル
・
ジ
ュ
ー
ル
・
ア
ン
リ
・
ニ
コ
ル
の
発
疹
チ
フ
ス
に
関
す
る
研
究
に
対
し
て
贈
呈
さ
れ
た
の
は

（
胴
）

一
九
二
八
年
で
あ
り
、
そ
の
業
績
と
な
っ
た
研
究
が
行
な
わ
れ
た
の
が
一
九
○
三
年
か
ら
一
九
一
二
年
頃
で
あ
る
。
こ
の
疾
患
の
研
究
の
途

上
で
犠
牲
と
な
っ
た
二
研
究
者
の
名
を
と
っ
て
病
原
体
が
国
の
一
ハ
⑦
爵
国
冒
ｄ
言
四
Ｎ
①
宮
と
命
名
さ
れ
た
の
は
一
九
一
六
年
で
あ
る
。
ニ
コ
ル

（
略
）

ら
の
報
告
す
る
血
液
学
的
所
見
の
再
確
認
が
大
正
三
年
の
大
流
行
時
の
患
者
に
お
い
て
、
日
本
で
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
大
正
三
年
に
刊
行

（
咽
）

東
京
府
の
項
に
は
具
体
的
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

東
京
市
内
本
所
深
川
浅
草
の
各
区
及
び
北
豊
島
郡
板
橋
町
等
木
賃
宿
、
貧
民
部
落
の
所
在
地
に
対
し
て
は
検
病
的
戸
口
調
査
及
び
健
康
診

断
を
続
行
し
、
同
所
で
は
盛
夏
炎
暑
の
候
を
選
ん
で
清
潔
方
法
を
行
な
い
、
市
費
に
て
床
上
に
ナ
フ
タ
リ
ン
の
粉
末
を
散
布
し
寝
具
、
畳
な

ど
の
日
光
乾
曝
を
行
な
い
病
毒
の
韻
滅
と
吸
血
性
昆
虫
の
除
去
に
努
め
さ
せ
た
。

発
疹
チ
フ
ス
は
大
正
四
年
全
国
で
四
百
九
十
九
例
、
東
京
で
七
十
六
例
の
発
生
で
あ
り
、
大
正
五
年
に
は
全
国
で
六
百
二
例
、
東
京
で
三

百
三
十
例
と
再
大
流
行
は
な
か
っ
た
。
シ
ラ
ミ
が
伝
播
す
る
発
疹
チ
フ
ス
と
い
う
伝
染
病
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
衛
生
意
識

（
Ｍ
）

の
啓
蒙
の
効
果
が
あ
っ
た
の
か
、
予
防
に
一
応
の
成
果
を
あ
げ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

そ
の
後
散
発
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
発
疹
チ
フ
ス
は
、
太
平
洋
戦
争
中
か
ら
感
染
者
が
増
え
昭
和
二
十
一
年
に
全
国
で
三
万
人
を
超
す
患
者

（
１
）

の
発
症
を
見
る
大
流
行
を
き
た
し
た
。

（
３
）
屋
内
へ
の
日
光
を
入
れ
換
気
を
良
く
し
、
寝
具
衣
服
の
日
光
乾
燥
を
し
て
病
芽
の
職
滅
と
無
血
虫
の
駆
除
に
努
め
て
流
行
の
防
御

発
疹
チ
フ
ス
に
つ
い
て
の
当
時
の
考
え
方

に
努
力
す
る
。



606渡部幹夫：大正三年、東京における発疹チフスの大流行について

（
脂
）

明
治
時
代
に
お
け
る
発
疹
チ
フ
ス
の
小
流
行
が
統
計
上
は
数
回
存
在
す
る
が
、
日
本
に
発
疹
チ
フ
ス
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
当
時
疑
問
視

す
る
も
の
も
あ
り
、
チ
フ
ス
菌
に
よ
る
腸
チ
フ
ス
や
そ
の
他
の
発
疹
性
疾
患
と
の
鑑
別
診
断
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
秋
田
に
お
け
る
風
土

病
視
さ
れ
て
い
た
発
疹
チ
フ
ス
と
東
京
に
お
い
て
流
行
し
て
い
る
疾
患
が
同
一
で
あ
る
と
の
診
断
は
東
京
市
立
駒
込
病
院
院
長
の
宮
本
叔
に

（
Ⅲ
）

よ
り
さ
れ
た
。
大
正
年
間
を
通
じ
て
腸
チ
フ
ス
患
者
は
一
年
間
に
三
万
か
ら
五
万
人
発
生
し
て
お
り
、
パ
ラ
チ
フ
ス
の
伝
染
病
予
防
法
対
象

疾
患
指
定
は
大
正
十
一
年
で
あ
る
が
大
正
時
代
に
は
一
年
間
に
三
千
か
ら
七
千
人
の
パ
ラ
チ
フ
ス
患
者
が
発
生
し
て
い
た
。
い
ず
れ
に
し
て

も
発
疹
チ
フ
ス
の
診
断
は
臨
床
所
見
に
よ
っ
て
い
る
。

病
毒
侵
入
の
経
路
と
し
て
、
具
体
的
な
立
証
は
で
き
な
い
も
の
の
東
北
地
方
、
特
に
山
形
、
秋
田
、
青
森
に
、
風
に
よ
る
発
疹
熱
の
存
在

が
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
前
年
北
海
道
で
鉄
道
敷
設
従
事
者
に
疑
わ
し
い
熱
性
病
が
発
生
し
流
行
し
た
時
に
、
土
工
の
中
の
病
弱

者
を
慈
善
家
が
青
森
・
宮
城
・
東
京
方
面
へ
送
還
し
た
。
東
北
地
方
の
農
民
が
冬
季
に
東
京
へ
出
稼
ぎ
に
く
る
。
大
正
二
年
の
青
森
・
岩
手

の
凶
作
の
結
果
特
に
出
稼
ぎ
が
増
え
て
そ
れ
ら
の
者
を
介
し
て
病
毒
が
輸
入
さ
れ
た
可
能
性
を
強
く
疑
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

流
行
の
主
な
る
原
因
と
し
て
は
下
層
労
働
者
が
安
下
宿
屋
、
木
賃
宿
、
無
料
宿
泊
所
、
職
業
紹
介
所
、
貧
民
部
落
な
ど
を
廻
り
な
が
ら
伝

播
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
低
地
の
陰
湿
な
る
地
域
に
衛
生
状
態
の
す
こ
ぶ
る
悪
い
状
態
に
あ
り
、
か
つ
寝
具
等
に
は
無

血
虫
が
列
を
な
し
存
在
し
、
毎
日
そ
の
使
用
者
を
変
え
る
し
、
多
人
数
が
狭
い
場
所
に
て
群
居
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
流
行
し
た
の
だ
ろ
う

さ
れ
た
森
鴎
外
の
「
衛
生
薪

（
Ⅳ
）

な
ら
ず
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
鋤
）

と
し
て
い
る
。

こ
の
年
、
東
京
で
は
大
正
大
博
覧
会
を
上
野
に
て
開
催
す
る
た
め
に
土
木
工
事
が
冬
の
間
に
集
中
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
一
時
的
に
例
年

に
な
く
多
数
の
季
節
労
働
者
を
必
要
と
し
た
。

四
月
二
十
五
日
内
務
省
は
防
疫
評
議
員
を
置
き
、
四
月
三
十
日
第
一
回
防
疫
評
議
員
会
を
開
催
し
て
い
る
。
そ
の
時
に
北
里
評
議
員
は
次

『
衛
生
新
篇
」
に
は
同
年
の
東
京
に
お
け
る
発
疹
チ
フ
ス
の
大
流
行
の
記
述
が
あ
る
が
、
「
病
原
の
細
有
機
物
は
い
ま
だ
詳
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（
３
）
収
容
所
は
隔
離
所
の
機
能
を
備
え
る
べ
く
小
室
区
画
に
し
て
多
数
集
居
は
避
け
る
。

こ
の
収
容
所
を
平
時
に
お
い
て
は
、
市
立
無
料
宿
泊
所
ま
た
は
低
廉
な
公
設
宿
泊
所
と
し
て
、
労
働
者
を
衛
生
的
な
家
屋
に
居
住
さ
せ
る

こ
と
は
、
健
康
の
増
進
と
労
力
の
供
給
向
上
の
上
か
ら
も
一
挙
両
得
だ
ろ
う
。
現
在
の
よ
う
な
姑
息
的
な
手
段
を
継
続
し
て
い
て
は
い
つ
本

病
を
撲
滅
で
き
る
の
か
お
ぼ
つ
か
な
い
。
東
京
が
日
本
の
首
都
の
面
目
を
保
つ
た
め
に
も
そ
う
す
べ
き
で
あ
る
。

北
里
の
意
見
言
の
背
景
と
し
て
、
患
者
の
殆
ど
が
労
働
者
で
あ
っ
た
こ
と
と
防
疫
職
員
の
感
染
殉
職
が
あ
っ
た
こ
と
が
特
記
さ
れ
る
。

九
月
九
日
北
豊
島
郡
の
発
生
を
最
終
と
し
て
終
隠
し
た
と
さ
れ
る
こ
の
年
の
流
行
に
お
い
て
罹
患
者
は
当
初
下
層
労
働
者
の
み
で
あ
っ
た

（
鴫
）

の
が
そ
の
後
、
中
流
家
庭
に
て
二
百
二
十
三
名
、
上
流
家
庭
の
者
八
名
を
数
え
た
と
の
記
載
が
あ
る
。
医
師
・
看
護
婦
・
警
察
官
・
町
村
吏

（
川
）

員
に
百
三
十
二
名
の
職
務
感
染
者
が
あ
り
、
駒
込
病
院
で
も
医
師
・
看
護
婦
の
殉
職
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
大
正
三
年
に
北
里
が
所
長
を
務
め
て
い
た
伝
染
病
研
究
所
に
収
容
さ
れ
た
発
疹
チ
フ
ス
患
者
は
十
五
名
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
な
臨

（
型
）

床
報
告
が
さ
れ
て
い
る
。
患
者
の
職
業
は
済
生
会
の
医
師
三
名
、
薬
剤
師
一
名
、
看
護
婦
二
名
、
雇
員
二
名
、
警
察
医
一
名
、
慈
恵
会
学
生

北
里
評
議
員
の
意
見
（
要
約
）

本
病
に
対
す
る
根
本
的
予
防
撲
滅
の
方
法
を
実
行
し
な
い
と
、
夏
の
間
一
時
的
に
小
康
状
態
に
な
っ
て
も
冬
季
に
労
働
者
が
集
ま
っ
て
く

れ
ば
再
び
流
行
す
る
だ
ろ
う
。
病
原
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
が
病
毒
が
血
液
中
に
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
肺
ペ
ス
ト
と
同
様
に
呼
吸
器

感
染
ま
た
は
接
触
感
染
で
あ
り
、
蔓
延
防
止
に
は
患
者
と
接
触
す
る
も
の
を
適
当
の
場
所
に
収
容
し
て
一
般
公
衆
と
隔
離
す
べ
き
で
あ
る
。

（
１
）
市
立
隔
離
所
を
設
置
し
て
下
層
民
及
び
労
働
者
等
の
群
集
生
活
を
す
る
も
の
を
収
容
す
べ
し
。

（
２
）
本
所
区
内
に
二
箇
所
二
千
名
の
収
容
所
を
開
設
す
べ
し
。
深
川
区
内
に
一
箇
所
千
名
の
収
容
を
す
べ
し
。
浅
草
区
内
に
一
箇
所
五

（
剛
）

》
」
０

，
７ の

よ
う
な
意
見
書
を
提
出
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
財
政
そ
の
他
の
事
情
に
鑑
み
な
お
研
究
の
要
あ
り
と
さ
れ
実
施
の
方
針
は
採
ら
れ
な
か
つ

百
名
を
収
容
す
べ
し
。
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ニ
コ
ル
に
対
す
る
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
医
学
賞
の
贈
呈
に
あ
た
り
、
王
立
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
医
科
大
学
ノ
ー
ベ
ル
賞
選
考
委
員
会
を
代
表
し
て

（
四
）

ヘ
ン
シ
ェ
ン
教
授
に
よ
る
授
賞
の
言
葉
に
よ
っ
て
当
時
の
発
疹
チ
フ
ス
を
め
ぐ
る
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
発
疹
チ
フ
ス
は
急
性
伝
染

病
で
そ
の
臨
床
症
状
、
感
染
性
お
よ
び
免
疫
の
発
生
条
件
か
ら
し
て
、
‐
通
常
見
ら
れ
る
麻
疹
に
か
な
り
似
て
い
る
。
発
疹
が
生
ず
る
熱
病
の

た
め
に
発
疹
チ
フ
ス
と
呼
ば
れ
る
が
、
腸
チ
フ
ス
と
呼
ば
れ
る
腸
炎
と
は
な
ん
ら
の
共
通
点
も
な
い
。
子
供
は
比
較
的
軽
症
で
あ
る
が
大
人

で
は
五
十
か
ら
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
致
命
率
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
発
疹
チ
フ
ス
は
流
行
病
学
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
が
昔

の
医
師
た
ち
に
と
っ
て
非
常
に
不
思
議
に
思
わ
れ
、
医
師
の
間
に
多
く
の
犠
牲
者
を
も
た
ら
し
、
こ
の
病
気
か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
不
可
能

に
思
わ
れ
て
い
た
。
飛
抹
感
染
を
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
一
八
八
○
年
か
ら
一
八
九
○
年
に
か
け
て
昆
虫
が
病
気
の
媒
介
者
の

役
割
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
と
さ
れ
た
時
に
、
発
疹
チ
フ
ス
も
人
を
襲
う
寄
生
虫
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
可
能
性
が
疑
わ
れ
る
と
す
る
仮
説

一
名
、
帝
大
工
科
学
生
一
名
、
消
毒
班
警
官
一
名
、
土
方
三
名
で
あ
り
警
察
医
の
一
名
が
死
亡
し
た
が
、
他
の
患
者
は
全
治
退
院
し
た
。
治

療
法
は
対
症
療
法
以
外
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

発
疹
チ
フ
ス
は
社
会
的
な
災
害
に
一
致
し
て
突
然
発
生
し
、
戦
役
チ
フ
ス
、
飢
餓
チ
フ
ス
、
監
獄
チ
フ
ス
な
ど
の
名
前
も
あ
る
人
間
の
不

幸
の
歴
史
で
あ
っ
た
。
紀
元
前
四
三
○
年
ア
テ
ネ
を
荒
廃
さ
せ
た
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
時
に
流
行
し
た
記
載
が
あ
る
と
い
う
し
、
ョ
－
ロ
ッ

（
乳
）

パ
の
戦
争
で
は
必
ず
発
生
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
、
露
土
戦
争
で
も
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。

平
和
と
繁
栄
の
期
間
に
は
、
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
で
は
そ
の
遠
隔
地
に
、
大
昔
か
ら
こ
の
病
気
が
存
在
し
た
国
々
の
地
方
病
と
し
て
限
局
し
て
存

在
し
た
。
北
ア
フ
リ
カ
も
そ
の
よ
う
な
地
域
で
あ
り
、
ニ
コ
ル
は
チ
ェ
ニ
ス
着
任
直
後
か
ら
こ
の
疾
患
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
ニ
コ
ル
は

（
田
）

患
者
宅
の
訪
問
、
家
屋
、
衣
類
や
身
の
回
り
の
調
査
に
よ
り
罹
患
し
た
二
人
の
協
力
者
の
生
命
を
失
っ
て
い
る
。

が
立
て
ら
れ
た
。

発
疹
チ
フ
ス
の
研
究
史



609 日本医史学雑誌第48巻第4号(2002)

表3近代発疹チフス関係年表('5)(25）

西暦年次 歴史年表発疹チフス年表

ロシア遠征のフランス軍に発疹ナポレオンのロシア遠征

チフスと赤痢が大流行する

イングランドで発疹チフスの流

行

フィラデルフィアで発疹チフス

の散発的発生

ヨーロッパでコレラ、赤痢、発

疹チフスが散発的に発生する

南北戦争はじまる

両軍に発疹チフスの小流行プロシア・フランス戦争

ドイツ帝国の樹立

[ニコル，チェニジアに赴任．発

疹チフス患者を診察l

[ニコル,チンパンジーへの発疹

チフスの感染に成功］

{コロモジラミによるサルへの

感染実験に成功］

[Rickettsが始めて発疹チフス

の病原体について記載］

[vonProwazekが発疹チフス

病原体の報告）

{ニコル,モルモットにて発疹チ

フス病原体の継代に成功」

この年から翌年にかけてセルビ第一次世界大戦始まる

アで発疹チフスの大流行

東京で発疹チフス大流行

{ダ・ロカ・リマにより発疹チス

病原体Rickettsiaprowazekii

と名づけられる］

この年から1923年までロシアロシア革命

で発疹チフスの大流行

[シャルル･ニコルがノーベル生

理学医学賞受賞］

日本で発疹チフス大流行始まる第二次世界大戦終戦

1812
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病
原
体
は
患
者
自
身
に
よ
り
運
ば
れ
、
他
の
人
々
に
伝
達
さ
れ
う
る
が
、
患
者
が
入
浴
し
て
そ
の
衣
類
を
か
え
る
や
い
な
や
そ
の
活
動
を

中
止
す
る
よ
う
な
、
あ
る
種
の
因
子
と
関
係
す
る
だ
ろ
う
。

こ
の
因
子
と
し
て
は
、
患
者
の
体
と
衣
類
に
寄
生
し
て
い
る
も
の
、
つ
ま
り
コ
ロ
モ
ジ
ラ
ミ
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
考

え
で
一
九
○
九
年
に
ニ
コ
ル
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
発
疹
チ
フ
ス
を
再
現
し
、
コ
ロ
モ
ジ
ラ
ミ
に
よ
る
サ
ル
へ
の
感
染
実
験
に
も
成
功
し
た
。

シ
ラ
ミ
に
よ
り
感
染
す
る
発
疹
チ
フ
ス
は
シ
ラ
ミ
の
腸
管
内
で
増
殖
し
た
病
原
体
を
含
む
シ
ラ
ミ
の
糞
や
死
体
を
皮
層
の
傷
か
ら
侵
入
さ

せ
る
こ
と
で
感
染
す
る
こ
と
、
お
よ
び
病
原
体
は
シ
ラ
ミ
で
は
次
代
へ
の
伝
達
が
な
い
こ
と
も
確
認
し
て
い
る
。
ニ
コ
ル
の
研
究
成
果
は
第

一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
て
、
発
疹
チ
フ
ス
が
発
生
し
た
時
に
ニ
コ
ル
の
指
示
に
従
い
対
策
を
と
っ
た
軍
隊
で
は
発
疹
チ
フ
ス
の
発
生
を
見

な
か
っ
た
こ
と
で
大
き
な
価
値
を
も
つ
も
の
と
な
っ
た
。
ニ
コ
ル
は
北
ア
フ
リ
カ
か
ら
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
派
遣
す
る
軍
隊
の
移
動
を
ア
フ
リ
カ

現
地
人
兵
士
の
シ
ラ
ミ
を
駆
除
し
て
か
ら
許
可
し
た
。
こ
の
方
法
を
採
る
こ
と
の
で
き
た
西
部
戦
線
の
軍
隊
で
は
発
疹
チ
フ
ス
の
流
行
が
な

く
、
そ
の
よ
う
な
方
法
が
取
れ
な
か
っ
た
、
セ
ル
ピ
ア
、
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
こ
の
大
戦
お
よ
び
ロ
シ
ア
革
命
に
お
い
て
発
疹
チ
フ
ス
の
大

ニ
コ
ル
は
発
疹
チ
フ
ス
患
者
が
病
院
の
待
合
室
に
入
る
と
こ
ろ
ま
で
に
、
患
者
と
接
触
の
あ
っ
た
人
に
は
感
染
を
拡
げ
る
が
、
患
者
が
入

浴
し
て
病
院
の
提
供
す
る
衣
類
を
ま
と
っ
た
以
後
は
、
感
染
源
と
な
る
こ
と
が
な
く
な
る
と
い
う
事
実
を
確
認
し
て
次
の
よ
う
な
結
論
を
得

大
正
三
年
二
九
一
四
年
）
の
歴
史
年
表
に
は
桜
島
が
大
噴
火
に
よ
り
大
隅
半
島
と
陸
続
き
に
な
っ
た
こ
と
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
開
戦

と
日
本
の
参
戦
、
パ
ナ
マ
運
河
の
開
通
、
シ
ー
メ
ン
ス
疑
獄
事
件
の
暴
露
、
東
京
駅
の
竣
工
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
大
正
二
年
に
東
北

地
方
の
飢
饅
が
あ
り
、
大
正
三
年
に
は
上
野
公
園
に
お
け
る
大
正
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
大
戦
景
気
と
米
騒
動
が
同
時
に
起
こ
っ
て
い
る
。

た
○

現
地
人
兵
士
の
シ
ラ
ミ
を
駆
除
し
て
か
ら
許
可
し
た
。

く
、
そ
の
よ
う
な
方
法
が
取
れ
な
か
っ
た
、
セ
ル
ピ
マ

（
蛎
）

流
行
が
起
こ
っ
て
い
る
（
表
３
）
。

大
正
三
年
の
日
本
の
社
会
状
況
に
つ
い
て
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同
年
東
京
の
人
口
は
二
百
六
十
六
万
五
千
三
百
六
十
一
人
、
自
動
車
の
登
録
台
数
四
百
五
十
五
台
、
警
察
官
定
数
五
千
百
九
十
七
人
で
あ
っ

同
時
代
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
日
本
に
大
流
行
し
た
発
疹
チ
フ
ス
は
そ
の
診
断
の
確
定
に
一
ヶ
月
を
要
し
、
そ
の
予
防
や
対
策
と
し
て

は
発
症
者
の
隔
離
と
消
毒
駆
虫
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

前
年
の
東
北
地
方
の
飢
饅
や
東
京
に
お
け
る
上
野
の
大
正
大
博
覧
会
開
催
に
か
か
わ
る
土
木
建
築
工
事
の
た
め
の
労
働
者
の
集
中
、
大
陸

か
ら
大
量
の
古
着
輸
入
等
が
流
行
の
要
因
の
ひ
と
つ
で
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
風
の
常
在
す
る
生
活
環
境
が
一
般
に
存
在
し
た
こ
と
が
大
き

な
原
因
で
あ
ろ
う
。
流
行
に
対
す
る
危
機
管
理
の
方
法
も
ニ
コ
ル
の
方
法
が
参
考
と
は
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
標
準
と
は
さ
れ
て
い
な
い
・

夏
季
に
は
自
然
に
少
な
く
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
論
調
で
あ
り
北
里
の
意
見
書
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
財
政
問
題
そ
の
他
と
さ
れ
て

た

同
年
の
医
事
事
項
と
し
て
は
、
肺
結
核
療
養
所
設
置
及
び
国
庫
補
助
に
関
す
る
法
律
の
交
付
、
医
師
法
の
第
二
次
改
正
、
医
術
開
業
試
験

の
延
長
実
施
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
内
務
省
所
管
の
伝
染
病
研
究
所
が
文
部
省
へ
移
管
さ
れ
、
所
長
の
北
里
柴
三
郎
が
所
長
を
辞
任
し
て
北

（
鋤
）

里
研
究
所
を
創
立
し
た
の
も
同
年
十
一
月
で
あ
る
。
夏
目
漱
石
の
「
こ
こ
ろ
』
や
永
井
荷
風
の
『
日
和
下
駄
』
の
書
か
れ
た
年
で
あ
る
。
発

疹
チ
フ
ス
の
流
行
に
か
か
わ
る
文
芸
作
品
の
上
へ
の
影
響
は
、
東
京
か
ら
は
遠
く
盛
岡
の
地
に
て
、
肥
厚
性
鼻
炎
の
手
術
後
発
熱
し
発
疹
チ

（
洲
）

ブ
ス
を
疑
わ
れ
て
入
院
生
活
を
つ
づ
け
た
十
七
歳
の
宮
沢
賢
治
の
短
歌
の
中
に
し
か
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

い
る
ｃ

（
妬
）

翻
っ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
後
の
発
疹
チ
フ
ス
の
大
流
行
を
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
Ｄ
Ｄ
Ｔ
に
よ
る
予
防
作
戦
に
よ
っ
て
も
さ
け
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
大
正
三
年
の
流
行
が
こ
の
程
度
の
流
行
に
て
終
煽
終
結
し
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
平

（
訂
）

時
に
な
ぜ
発
疹
チ
フ
ス
が
流
行
し
た
の
か
、
ま
た
東
京
の
災
害
に
か
か
わ
る
正
史
の
中
で
は
あ
ま
り
記
載
の
な
い
こ
と
な
ど
を
考
え
た
時

に
、
こ
の
程
度
の
伝
染
病
の
流
行
が
起
こ
っ
て
も
災
害
と
し
て
は
大
き
な
も
の
で
は
な
い
よ
う
な
環
境
衛
生
の
状
態
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ

（
恥
）

き
な
の
か
も
し
れ
な
い
、
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（
洲
）

菌
と
さ
れ
て
い
る
。

国
鳥
①
群
の
匿
冒
○
雪
隠
の
言
は
そ
の
全
塩
基
配
列
が
決
定
し
植
物
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
と
の
相
似
性
や
感
染
後
長
期
の
共
生
体
的
潜
伏
期
の

後
に
発
症
を
見
る
国
’
三
‐
凶
邑
の
の
閏
病
の
存
在
な
ど
が
あ
り
、
免
疫
学
的
研
究
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の
研
究
に
は
興
味
深
い
細
胞
内
寄
生
性
細

弓
弓
冒
、
周
く
９
の
一
型
と
し
て
与
匙
①
目
の
冒
巨
、
①
団
○
旨
⑦
弓
弓
冒
印
（
発
疹
チ
フ
ス
）
は
現
在
も
地
球
上
で
は
大
流
行
を
き
た
し
て
い

（
別
）

る
感
染
症
で
あ
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
及
び
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
ブ
ル
ン
ジ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
な
ど
に
は
常
在
し
、
エ
チ

オ
ピ
ア
で
は
年
間
七
千
人
か
ら
一
万
七
千
人
の
罹
患
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
六
年
ブ
ル
ン
ジ
に
て
三
千
五
百
例
の
発
生
が
報

（
魂
）

告
さ
れ
て
お
り
一
九
九
七
年
の
一
月
か
ら
三
月
の
問
に
二
万
例
の
大
発
生
が
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
鳥
①
評
の
国
冒
○
弓
四
国
①
言

に
よ
る
感
染
症
で
あ
り
シ
ラ
ミ
の
死
骸
や
糞
を
介
し
て
の
伝
染
で
あ
る
こ
と
、
血
清
学
的
な
診
断
法
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
、
抗
生
物
質
に

よ
る
化
学
療
法
が
有
効
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
臨
床
医
学
的
に
は
治
療
し
う
る
感
染
症
と
な
り
、
予
防
方
法
も
シ
ラ
ミ
の
駆
除
が
一
義
的

（
郷
）

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

原
因
不
明
の
伝
染
性
疾
患
を
疑
わ
れ
て
臥
せ
っ
て
い
る
多
感
な
青
年
の
感
覚
が
最
も
正
確
に
そ
の
時
代
を
伝
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
え

ス
％

現
在
の
発
疹
チ
フ
ス
に
対
す
る
考
え
方

目
を
つ
ぶ
り
チ
ブ
ス
の
菌
と
戦
え
る
わ
が
け
な
げ
な
る
細
胞
を
お
も
ふ

屋
根
に
来
れ
ば
空
も
疾
み
た
り
う
ろ
こ
雲
薄
明
弩
の
発
疹
チ
ブ
ス
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大
正
の
初
期
の
時
代
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
し
て
日
本
の
近
代
史
の
中
で
、
近
代
国
家
と
し
て
の
形
態
を
整
え
た
時
代
と
認
識
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
平
時
に
お
け
る
東
京
に
発
疹
チ
フ
ス
の
大
流
行
が
み
ら
れ
た
事
に
つ
い
て
、
そ
の
社
会
を
衛
生
行
政
を
中
心
に
み
な
お
し
た
。

流
行
に
対
す
る
対
応
は
比
較
的
早
く
、
そ
の
後
の
再
流
行
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
発
疹
チ
フ
ス
流
行
に
対
す
る
対
策
と
し
て
の
生
活
環

境
の
根
本
的
な
改
善
に
着
手
し
た
と
い
う
記
録
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

第
二
次
大
戦
後
の
日
本
に
お
い
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
計
画
的
な
防
疫
施
策
に
よ
っ
て
も
一
九
四
六
年
の
発
疹
チ
フ
ス
の
大
流
行
を
防
止
で
き

な
か
っ
た
。
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MikioWATANABE

Inl914,thethirdyearoftheTaishoera,aperiodofdemocracyandprosperityofJapan,

Tokyowasattackedbyanoutbreakofepidemiclouse-bornetyphus.Thenumberofpatients

was4,119andnumberofdeathswas778(mortalityrateof18.9%)inTokyoand7,309

patientshadbeensufferingfromtyphusfeverthatyearinJapan.Manypossiblecauses()fthe

outbreakweresuspectedbytheHealthAuthorityoftheHomeO価ce,butthesewerenot

con6rmed.Oneofthemostlikelyreasonsisthepoorandcongestedlivingconditionsof

seasonalconstructionworkers.LaborershadmovedfromthenortheastregionofJapan

wheretyphusfeverhaddevelopedoccasionallyinthosedays.Someofthelaborersprobably

broughtpathogenicgermswithliceThemainpreventivemethodforepidemiclouse-borne

typhuswasisolationofpatientsanddisinfectingoftheareas.KitasatoShibasaburou

proposedtheimprovementofresidentialconditionsofworkerstopreventtheprevalenceof

disease,buttheproposalwasnotacceptedbecauseof6nancialreasonsofthegovernment.

Recurrellceoftheoutbreakdidnotoccurinthefollowingyears・However,ahugeoutbreak

oftyphusfeverwith32,366patientsand3,351deaths,wasdocumentedinl946,amidstthe

disorderedconditionsofJapanafterWorldWarll.


